
Ｐ2　ふるさとの魅力を知り、未来へ伝える
　　 　　　　伊豆市制施行10周年記念式典
Ｐ6　平成27年度採用　伊豆市職員募集

P7 上下水道料金を変更します
P8 心も体も健康がイイネ！
Ｐ17　キラリ、輝く仕事人

今月の主な内容
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と
、
伊
豆
市
の
自
立
と
さ
ら
な
る

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

10
周
年
の
晴
れ
の
舞
台
で

次
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
競
演

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
】

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に
し
た
ふ
る
さ
と
の
魅
力
満

載
の
映
像
上
映
や
、
天
城
連
峰
太

鼓
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
、
伊
豆

総
合
高
等
学
校
と
土
肥
高
等
学

校
の
合
同
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

伊
豆
市
の
自
立
と
飛
躍
を
誓
う

【
式
典
の
部
】

　

式
典
で
は
、
市
長
の
式
辞
の
ほ

か
、
伊
豆
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
須
賀
淑

郎
静
岡
県
副
知
事
、
小
野
登
志
子

伊
豆
の
国
市
長
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
発
展
に
功
績
が

あ
っ
た
16
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
市
長
が
当
日
出
席
さ

れ
た
12
人
の
皆
さ
ん
に
壇
上
で
、

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
（
詳
細

は
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

　

式
辞
で
は
市
長
が
、
伊
豆
市
誕

生
以
後
に
進
め
ら
れ
て
き
た
旧

４
町
地
区
の
融
和
や
、
行
財
政

改
革
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、「
市
民
の
皆
さ
ん
が
、『
伊

豆
市
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
』
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
伊
豆

市
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」

❖
伊
豆
市
10
年
の
あ
ゆ
み

■
平
成
16
年

○
修
善
寺
町
、
土
肥
町
、
天
城
湯
ケ
島

町
、
中
伊
豆
町
の
４
町
が
合
併
し
伊

豆
市
が
誕
生
（
４
月
）

○
合
併
記
念
式
典
開
催
。
市
章
、
市
の

木
・
花
・
鳥
を
発
表
（
６
月
）

○
台
風
22
号
災
害
（
土
肥
付
近
に
上

陸
・
10
月
）

■
平
成
17
年

○
鮎
見
橋
開
通
（
３
月
）

○
『
田
方
中
消
防
署
西
出
張
所
』
完
成

（
４
月
）

○
カ
ナ
ダ
ホ
ー
プ
市
、
ネ
ル
ソ
ン
市
と

姉
妹
都
市
提
携
（
８
月
）

○
『
土
肥
小
学
校
体
育
館
』
完
成

　
（
９
月
）

■
平
成
18
年

○
『
中
伊
豆
体
験
農
園
』
開
園
（
７
月
）

○
『
修
善
寺
東
小
学
校
体
育
館
』
完
成

（
８
月
）

■
平
成
19
年

○
『
伊
豆
土
肥
桜
』
品
種
登
録
（
３
月
）

○
修
善
寺
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年
祭

（
４
月
～
）

○
井
上
靖
生
誕
百
年
記
念
祭
（
４
月
～
）

○
地
す
べ
り
に
よ
る
道
路
陥
没
で
、
国

道
１
３
６
号
（
土
肥
新
田
）
が
通
行

止
め
（
７
月
）

○
『
静
岡
県
・
伊
豆
市
総
合
防
災
訓
練
』

を
実
施
。
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

と
す
る
政
府
調
査
団
が
会
場
を
視
察

（
９
月
）

■
平
成
20
年

○
新
火
葬
場
『
伊
豆
聖
苑
』
供
用
開
始

（
４
月
）

○
柏
久
保
保
育
園
民
営
化
（
４
月
）

○
『
田
方
南
消
防
署
』
完
成
（
４
月
）

○
狩
野
川
台
風
50
周
年
慰
霊
祭
（
９
月
）

■
平
成
21
年

○
『
駿
河
湾
沖
地
震
』
発
生
。
震
度
６

弱
を
記
録
（
８
月
）

■
平
成
22
年

○
新
生
『
土
肥
小
学
校
』
開
校
（
土
肥

小
、
土
肥
南
小
を
再
編
）（
４
月
）

○
『
土
肥
こ
ど
も
園
』『
さ
く
ら
こ
ど

も
園
』
開
園
（
４
月
）

○
『
修
善
寺
南
小
学
校
体
育
館
』
完
成

（
８
月
）

■
平
成
23
年

○
市
道
大
平
日
向
線
開
通
（
３
月
）

○
『
中
伊
豆
小
学
校
』
開
校
（
大
見
小
、

大
東
小
、
八
岳
小
を
再
編
・
４
月
）

○
伊
豆
市
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
『
イ
ズ

シ
カ
問
屋
』
オ
ー
プ
ン
（
４
月
）

■
平
成
24
年

○
『
天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
オ
ー
プ
ン

（
１
月
）

○
土
肥
こ
ど
も
園
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー

完
成
（
８
月
）

○
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
加
盟
（
９
月
）

○
『
第
36
回
全
国
育
樹
祭
』
開
催

　
（
皇
太
子
殿
下
が
行

ぎ
ょ
う
け
い啓・

11
月
）

■
平
成
25
年

○
神
奈
川
県
平
塚
市
と
友
好
都
市
提
携

（
２
月
）

○
『
天
城
小
学
校
』
開
校
（
狩
野
小
、

月
ヶ
瀬
小
、
湯
ヶ
島
小
を
再
編
・

４
月
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
『
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

み
ら
い
ず
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
開
局

（
周
波
数
87
・
２
MHz
・
６
月
）

○
『
中
伊
豆
中
学
校
体
育
館
』
完
成

（
８
月
）

■
平
成
26
年

○
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催

（
４
月
）

　

平
成
16
年
４
月
１
日
に
合
併
し
た
伊
豆
市
が
、
平
成
26
年
４
月
に
市
制
施

行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
式
典
を
４
月
５
日
（
土
）
に
生
き
い

き
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
静
岡
県
副
知
事
、
地
元
国
会
議
員
、
伊
豆
各
地
域
の
首
長
・
議
会

議
長
、
市
内
各
種
団
体
や
区
長
な
ど
約
３
０
０
人
に
出
席
い
た
だ
き
10
年
の

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。　
　
　

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
９
８
７
３

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
知
り
、
未
来
へ
伝
え
る

　
　

伊
豆
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

❶

❷

❸

❹

①伊豆総合高等学校と土肥高等学校合同による吹奏楽の
演奏　②天城連峰太鼓の19歳以下の若手演者による力
強い和太鼓の演奏　③壇上で市長から功績表彰を贈呈さ
れ笑みを見せる受章者　④式典冒頭に出席者全員で日の
丸に向かい国歌を斉唱　⑤ピアノの生演奏をBGMに伊
豆市の魅力が凝縮された映像を上演　⑥式典会場の外で
は健康づくり食生活推進協議会の皆さんが出席者を『ふ
るさとの味』でおもてなし

❺

❻
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○予選会…6 月 21 日（土）11 時 45 分～
　18 時予定（11 時受け付け開始）
○本　選…6 月 22 日（日）11 時 45 分～
　13 時 30 分予定（11 時開場）
○放送予定…6 月 22 日（日）
　12 時 15 分～ 13 時（生放送）
　（総合、ラジオ第 1、国際放送）

修善寺総合会館

①ゲスト…加藤 登紀子さん、鈴木 雅之さん
②出場…予選会を通過した皆さん
③司会…小田切千アナウンサー

NHK 静岡放送局、伊豆市

○ NHK 静岡放送局☎ 054（274）1000
　（平日 9 時 30 分～ 18 時）
※ NHK 静岡放送局では、ご応募の際にいただいた情

報を、抽選または選出結果のご連絡のほか、『受信
料のお願い』に使用させていただく場合があります。

○政策推進課☎（72）9873

伊豆市制施行 10 周年記念

■自治振興・功績表彰 
遠藤 正壽 さん（修善寺）
  修善寺町議会議員・伊豆市議会
議員として永年ご尽力され、また、
市の最初の選挙後の市議会議長と
して市議会運営の礎を築かれ、市
の自治振興に貢献されました。
■社会福祉の推進・功績表彰
大木 許康 さん（土肥）
堀江 さと さん（月ケ瀬） 
金子 随教 さん（故人・梅木）
髙村 惣衛 さん（故人・筏場）　
　保護司として更生支援活動に永
年ご尽力され、市の社会福祉の推
進に貢献されました。
■保健衛生の推進・功績表彰
野田 喜昭 さん（修善寺）
  学校医、保育園医として永年ご尽
力され、地域に密着した医師とし
て地域住民への往診、在宅での『看
取り』などにも積極的に取り組ま
れ、市の保健衛生の推進に貢献さ
れています。 
谷口 知乃里 さん（修善寺）
　学校薬剤師として永年ご尽力さ
れ、また、観光地に従事する薬剤
師として観光客の急病時の薬の調
達などにも積極的に取り組まれ、
市の保健衛生の推進に貢献されて
います。 

阿武野 弘信 さん（修善寺） 
　学校歯科医、保育園歯科医とし
て永年ご尽力され、また、地域に
密着した歯科医師として高齢者の
在宅歯科診療や指導などにも積極
的に取り組まれ、市の保健衛生の
推進に貢献されています。 
宮地 あけみ さん（大野）
　在宅栄養士として永年ご尽力さ
れ、また、伊豆市健康づくり食生
活推進協議会の初代会長を務め、
食を通じた健康づくり活動の基盤
をつくられ、その活動の活発化に
貢献されています。
■文化振興・功績表彰 
山田 雄之 さん（土肥）
　土肥町文化財保護審議委員、伊
豆市文化財保護審議会委員として、
文化財保護と活用の向上に永年ご
尽力され、市の文化振興に貢献さ
れています。 
船川 海英 さん（吉奈） 
　天城湯ケ島町文化財保護審議委
員、伊豆市文化財保護審議会委員
として、文化財保護と活用の向上
に永年ご尽力され、市の文化振興
に貢献されています。 
勝呂 和史 さん（小土肥）
  土肥町文化財保護審議委員、伊
豆市文化財保護審議会委員として、

文化財保護と活用の向上に永年ご
尽力され、市の文化振興に貢献さ
れています。 
永岡 治 さん（故人・八木沢）
　土肥町文化財保護審議委員、伊
豆市文化財保護審議会委員として永
年ご尽力され、特に伊豆水軍に関す
る研究のほか、平成 20 年『第 24 回
国民文化祭』では、市の歴史文化を
内外に広く周知する活動に努められ、
市の文化振興に貢献されました。 
原 嶺夫 さん（故人・熊坂）
　修善寺町文化財保護審議委員、
伊豆市文化財保護審議会委員とし
て永年ご尽力され、特に修善寺の
熊坂地区に関する研究に努められ、
市の文化振興に貢献されました。 
■温泉事業の推進・功績表彰
勝呂 宗司 さん（土肥）
　土肥地区温泉事業運営協議会委
員として永年ご尽力され、温泉事
業および温泉を通じた観光振興に
貢献されました。 
■体育振興・功績表彰
塩谷 美博 さん（筏場） 
　中伊豆町体育指導員、市体育指
導員（現スポーツ推進委員）として、
スポーツを通じた体力向上および
健康増進に尽力され、市の体育振
興に貢献されています。

【式典に出席された受章者の皆さん】

伊豆市制施行 10 周年記念

　　　　　『ＮＨＫのど自慢』
　　　　　出 場 者・観 覧 者 募 集

　伊豆市とＮＨＫ静岡放送局では、伊豆市制施行 10 周年を記念して
『ＮＨＫのど自慢』を開催します。出場や観覧を希望される人は、次
の要領でお申し込みください。多くのご応募をお待ちしています！

と  き

ところ

出  演

主  催

問合せ

　▲加藤 登紀子さん　　　　▲鈴木 雅之さん

❖  出  場  者  募  集  !!

対象／中学生を除く 15 歳以上の原則アマチュアの人
応募方法／郵便往復はがきでお申し込みください（5 月
14 日（水）必着）。

【往信表面】〒 420-8721（住所不要）
ＮＨＫ静岡放送局『のど自慢・出場』係

【往信裏面】①郵便番号、②住所、③名前（フリガナ）、
④年齢、⑤性別、⑥電話番号、⑦職業（具体的に。高校
生・大学生の場合は部活動などを記入）⑧歌う曲目とそ
の歌手名、⑨その曲を選んだ理由（詳しく）
※グループの場合は、代表の記入のほか、③～⑤・⑦に

ついて全員分と、メンバーの関係（兄弟、同僚、同級
生など）も記入してください。

【返信表面】 ①郵便番号、②住所、③名前
【返信裏面】何も記入しないでください。
※応募は 1 人（1 グループ）1 通に限ります。
※応募多数の場合は定員 250 組を選出の上、『予選受付

票』を返送します。
※予選会の演奏も生バンドですが、キーの指定はできま

せん。
※お申し込みいただいた曲目は変更できません。

❖  観  覧  者  募  集  !!

　本選の観覧をご希望の人は、郵便往復はがきによる申
し込みが必要です（5 月 21 日（水）必着）。

【往信表面】〒 420-8721（住所不要）
ＮＨＫ静岡放送局『のど自慢・観覧』係

【往信裏面】①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号
【返信表面】①郵便番号、②住所、③名前
【返信裏面】何も記入しないでください。
※応募多数の場合は抽選の上、１枚につき２人まで入場

できる整理券を返送します。
※満１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。
※当選は１人１通とさせていただきます。

伊豆市制施行 10 周年記念
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ふるさとの発展にご尽力いただいた皆さんに感謝を込めて…

市制施行 10 周年記念表彰受章者を紹介します



■
注
意
事
項

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。 

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人 

○
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保

佐
人 

○
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
、
ま
た

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
人 

○
伊
豆
市
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
人 

○
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た

は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
政
党
そ
の
ほ
か
の

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
加
入
し
た
人 

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠

格
条
項
に
該
当
す
る
人

自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
で
き
る
、
そ
ん
な
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
!!

　地　　区　　　　 現　　  行　　　　 改　定　後
土肥・小土肥 84 円／㎥ 95 円／㎥
天城飲共 64 円／㎥ 95 円／㎥ 
その他 95 円／㎥ 95 円／㎥
一時使用 175 円／㎥ 175 円／㎥

❖上水道・水量料金（税込）
　口　　　　径　　　　  現　　　行　　　　 改　定　後
 13mm 420 円／月 643 円／月
 20mm 630 円／月 965 円／月
 25mm 1,260 円／月 1,929 円／月
 30mm 2,702 円／月 4,053 円／月
 40mm 4,930 円／月 7,395 円／月
 50mm 7,425 円／月 11,137 円／月
 75mm 17,229 円／月 25,843 円／月
100mm 27,540 円／月 41,310 円／月
125mm 32,962 円／月 49,442 円／月
13mm（一時使用） 735 円／月 735 円／月
 20mm（一時使用） 1,995 円／月 1,995 円／月
 25mm（一時使用） 3,255 円／月 3,255 円／月

❖上水道・１カ月基本料金（税込）

　種　　別　　　　  現　　行　　　 新 税 率 適 用 後
一般汚水  89.25 円／㎥　　　91.8 円／㎥
営業温泉汚水 　   63 円／㎥　　　64.8 円／㎥

❖下水道・水量料金（税込）

　種　　別　　　　  現　　行　　　 新 税 率 適 用 後
すべて 　　　　 262.5 円／月　　　270 円／月

❖下水道・１カ月基本料金（税込）

上下水道料金を変更します
　平成 21 年 9 月議会において、2 年ごとの経過措置を経て、
平成 26 年度に上水道料金を統一することが議決されました。ま
た、平成 26 年 3 月議会において、消費税および地方消費税率
の改定に伴う下水道使用料などへの新税率適用についても議決さ
れました。このことにより、上下水道料金が変更となります。
　今後とも経費節減に努め、より一層の経営努力をしていきます
ので、ご理解ご協力をお願いします。

問合せ／上下水道課☎（83）3900

上下水道料金は
いつから変わるの？

■上水道料金
　中伊豆、天城湯ケ島および土肥
地区は、4 月の定期検針日の翌日
以降の検針に係る 7 月請求分から、
修善寺地区は 5 月の定期検針日の
翌日以降の検針に係る 8 月請求分
から料金が変更されます。
※退去などによる精算分について

は、異なる場合があります。
■下水道料金
　3 月 31 日（月）以前から使用を
開始している中伊豆、天城湯ケ島
および土肥地区の人は、4 月の定

期検針日の翌日以降の検針に係る
7 月請求分から、修善寺地区の人
は 5 月の定期検針日の翌日以降の
検針に係る 8 月請求分から新税率
が適用されます。
※ 4 月 1 日（火）以降使用開始を

された人は、初回の検針に係る
請求から新税率が適用されます。

※退去などによる精算分について
は、異なる場合があります。

上下水道料金は
いくらになるの？

　基本料金など使用料の詳細は、
下記の一覧表をご覧ください。

　　　　新料金計算例
■上水道料金
一時使用でない通常の使用、口径
13mm、2 カ月で 50㎥使用した場合
　　　基本料金　　　　　　　　水量料金　　

（643 円× 2 カ月）+（95 円× 50㎥）
＝ 6,036 円
■下水道料金
一般汚水、2 カ月で 50㎥排出した
場合
　　　基本料金　　　　　　　　水量料金

（270 円× 2 カ月）+（91.8 円× 50㎥）
＝ 5,130 円
※料金単価の変更はありますが、

計算方法については、従来どお
りで変更ありません。

❖❖上下水道料金改定一覧表❖❖

平
成
27
年
度
採
用

　
　
伊
豆
市
職
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
緒

に
よ
り
よ
い
伊
豆
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

　

受
験
案
内
書
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
役
所
本
庁
で
配
布
し
ま

す
。
受
験
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
試
験
区
分
の
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
１
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※修善寺・天城湯ケ島・中伊豆地区の料金は変わりません。



心も体も健康がイイネ！

■ 対　　象
① 40 歳以上の人（昭和 50 年 3 月 31 日以前生まれ）

で伊豆市の国民健康保険の加入者
※国民健康保険の人間ドックを受診する人を除きます。
②後期高齢者医療制度に加入している人
※ 6 カ月以上入院している人、高血圧、糖尿病、脳

血管疾患、心疾患など慢性疾患で治療中の人は、
健診を受ける必要はありません。

■ 健 診 内 容

■ 受 診 時 期
①個別健診…6 月～ 9 月　②集団健診…7 月～ 10 月
　　　　

■ 案 内・受 診 券 な ど の 郵 送 時 期
　５月中旬以降に対象者へ通知します。一緒に健診
のご案内と委託医療機関の一覧を同封します。

■ 受 診 方 法
①個別健診の場合
　個人通知に同封する委託医療機関に予約の上、受
診してください。
②集団健診の場合
　個人通知に同封する『日程・会場の一覧』をご確
認の上、受診してください。
※がん検診と同時に実施できる日程があります。

■ 費　　用
○特定健康診査受診券をお持ちの人…1,000 円
○後期高齢者健康診査受診券をお持ちの人…500 円

■ 持 ち 物
①『特定健康診査受診券』（うぐいす色）または、
　 『後期高齢者健康診査受診券』（オレンジ色）
※裏面の『質問票』は、必ず自宅で記入してください。
②あて名シール（個人通知に同封のもの）
③『国民健康保険証』または『後期高齢者医療保険証』
④ 自己負担金

■ お 願 い
○案内をよく読み、自宅で記入する書類は事前に確

認し、忘れ物がないようにしてください。
○肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診は、特定健診

および後期高齢者の健康診査と同時に受診できま
す。対象年齢などをご確認ください。

健診は健康づくりのスタート！

特定健診・後期高齢者健康診査

　特定健診は糖尿病や高血圧などの生活習慣病の発症や重症化の予防を目的に、
発症の前兆となるメタボリックシンドロームに着目した健診です。
　年に一度は必ず受けて、ご自分の健康づくりに役立てましょう。

問合せ／市民課☎（72）9856

年に一度は体の健康状態をチェックしよう！

国民健康保険・人間ドッグ

　人間ドックは自覚症状の有無に関係なく身体各部位の精密検査を受けて、
普段気が付きにくい疾患や臓器の異常や健康度をチェックするものです。
　特に節目に当たる年齢の人は受診をお勧めします。

問合せ／市民課☎（72）9856

対象者／４月 1 日現在に満 20 歳
以上で次に該当する人
○申請日以前に伊豆市国民健康保

険に継続して 1 年以上加入して
いること

○国民健康保険税に滞納がないこと
○特定健康診査を受診していない

こと

実施時期／ 6 月 1 日（日）～
平成 27 年 3 月 31 日（火）
内容／ 身体計測、血液検査、尿
検査、眼底検査、聴力検査、心電
図検査、超音波検査、レントゲン
検査、消化器検査など（そのほか
オプションあり）
委託医療機関／下記表のとおり

助成金額／人間ドック費用額の 7
割（上限は 30,000 円）
申請について／ 助成を受けるた
めには、事前に申請が必要です。
認印と国民健康保険証を持参し、
市民課または各支所にお越しくだ
さい。

　　　　医　療　機　関　名　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　  電　話　番　号

伊豆赤十字病院　　　　　　　　　　　　伊豆市小立野 100　　　　　 （72）2148

リハビリテーション中伊豆温泉病院　　　伊豆市上白岩 1000　　　　  （83）3340

伊豆保健医療センター　　　　　　　　　伊豆の国市田京 270-1　　　 （76）6820

東部メディカル健康管理センター　　　　函南町仁田楠台 777-4　　　 055（978）9511

西伊豆病院　　　　　　　　　　　　　　西伊豆町仁科 138-2　　　　 0558（52）2366

国際医療福祉大学熱海病院　　　　　　　熱海市東海岸町 13-1　　　　0557（81）9176

西島病院（脳ドックのみ）　　　  　　　  沼津市大岡 2835-7　　　　　055（922）3087

検
診
も
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
!!

各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

前
立
腺
が
ん
検
診

　

前
立
腺
が
ん
を
早
期
発

見
、
早
期
治
療
す
る
た

め
の
血
液
検
査
で
す
。
50

歳
以
上
の
男
性
な
ら
毎
年
、

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
前
立

腺
の
病
気
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

対
象
者
／
50
歳
以
上
の
男

性
（
昭
和
40
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
）

実
施
期
間
／

６
月
～
９
月
、
12
月

費
用
／
５
０
０
円

そ
の
他
／
対
象
者
に
は
、

５
月
末
に
『
お
と
な
の
検

診
ま
る
わ
か
り
ガ
イ
ド
』

を
配
布
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
そ
の
ガ
イ
ド
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

肝
臓
の
炎
症
を
放
置
す
る

と
肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
進

行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

対
象
者
／
40
歳
以
上
の
人

（
昭
和
50
年
4
月
1
日
以
前

生
ま
れ
）
で
、
過
去
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人

実
施
期
間
／

６
月
～
９
月
、
12
月

費
用
／

○
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
…
１
０
０
円

○
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
…
６
０
０
円

そ
の
他
／
健
康
増
進
課
に

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象
者
に
は
、
５
月
末
に

『
お
と
な
の
検
診
ま
る
わ
か

り
ガ
イ
ド
』
を
配
布
予
定

で
す
。
詳
細
は
、
そ
の
ガ

イ
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　　　①健康で

　生活習慣病は、進行するまでに自覚
症状がありません。特定健診を受けて
いれば、より早く異常を見つけて対処
できます。
　楽しい日々を送るための資本はな
んといっても健康であることをお忘れ
なく！

　　　②家計に
　
　糖尿病や脳卒中などの障がいが残
りやすい病気になると、医療費が高額
になるだけでなく、仕事にも影響し、収
入にも悪影響が出てしまいます。
　また、特定健診でみんなが生活習慣
病を予防できれば、医療費の増加や保
険税の引き上げも抑えられます。

  ③保健指導で、さらに

　特定健診の結果から、生活習慣改善
で効果が得られそうな人に『特定保健
指導』を行います。
　これは、自分に合った生活習慣改善
の方法を考える良い機会です。

身体計測・腹囲測定
血液検査（中性脂肪、
ＨＤＬ・ＬＤＬ、ＧＯＴ・ＧＰＴ
γ̶ ＧＴＰ、ＨｂＡ１ｃ）
尿糖・尿蛋白

心電図検査

眼 底 検 査

血清クレアチニン
e－GFR
尿酸
尿潜血
貧血検査

基本項目
（受診者全員）

詳細の項目
（医師の判断により実施）

伊豆市の追加項目
（受診者全員）

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１



対　　象
　接種日に伊豆市に住民票のある満 75 歳以上で、
次のいずれかにあてはまる人
○初めて接種を受ける人
○ 2 回目の接種で、1 回目の接種から 5 年以上経過

している人
接 種 費 用 な ど 

8,520 円のうち、半額の 4,260 円を自己負担
※市の制度を利用して接種できる回数は1回のみです。
※生活保護受給者は自己負担金が免除されますが、

事前に申請が必要です。
接 種 期 間

　年間を通じて接種できます。
申 請 方 法

①申請書への記入　　
※１回目の接種が過去に済んでいる人は、その接種

年月日をメモなどに控えてお持ちください。
※本人以外が申請する場合は、委任状が必要です。

委任状の様式は健康増進課にあります。
②申請により交付された接種券、予診票等を持って、

委託医療機関で接種を受けてください（要事前連絡）。
申請時に必要な持ち物／認印 ( 本人の場合は不要 )
申請場所／健康増進課または各支所

接 種 が で き る 医 療 機 関
　市内では次の医療機関で接種ができます。ほかに
も伊豆の国市と函南町の委託医療機関で、この制度
を利用して受けることができます。

75 歳以上の皆さん！

　　肺炎球菌予防接種費用を助成します
　高齢者の肺炎の原因で最も多いのが、『肺炎球菌』という細菌によるもので
す。肺炎球菌には 80 種類以上の型がありますが、肺炎球菌ワクチン接種によ
り、そのうちの 23 種類に対して免疫を付けることができます。
　この予防接種により、肺炎球菌による肺炎などの感染症を予防したり重症化
を防いだりすることができます。　　問合せ／健康増進課☎（７２）９８６１

　　　　　医 療 機 関 名

青山内科クリニック
伊豆赤十字病院
小山田医院
紀平クリニック
修善寺クリニック
大和堂医院
加藤内科
佐藤医院
西伊豆病院附属土肥クリニック
伊豆慶友病院
今野医院
中島病院
リハビリテーション中伊豆温泉病院
中伊豆リハビリテーションセンター
中村医院

  電 話 番 号

（74）2111
（72）2148
（72）3125
（72）5521
（72）7272
（72）0015
（98）0012
（99）0005
（99）1234
（85）1701
（75）7050
（87）0333
（83）3333
（83）2111
（83）0396

運
動
と
ふ
れ
あ
い
で

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

ロ
コ
ト
レ
教
室

（
運
動
機
能
向
上
教
室
）

　

専
門
家
の
指
導
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。

　

歩
き
や
す
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
全
身
の
身

体
機
能
が
高
ま
り
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
で
足

腰
の
力
の
低
下
を
感
じ

て
い
る
人

と
き
・
と
こ
ろ
／
全
10

回
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
修
善
寺
地
区

６
月
４
日
～
９
月
24
日

（
毎
水
曜
日
）

生
き
い
き
プ
ラ
ザ

○
土
肥
地
区

５
月
28
日
～
9
月
24
日

（
毎
水
曜
日
）
土
肥
支
所

○
天
城
湯
ケ
島
地
区　

８
月
８
日
～
11
月
21
日

（
毎
金
曜
日
）

天
城
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

○
中
伊
豆
地
区

６
月
26
日
～
10
月
23
日

（
毎
木
曜
日
）

中
伊
豆
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

定
員
／
各
20
人

参
加
費
／
１
回
１
０
０
円

保
険
料
／
千
円
（
任
意
）

申
込
み
／
各
開
始
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
長
寿
介

護
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課

☎
（
72
）
９
８
６
０

い
ず
生
き
い
き
カ
レ
ッ

ジ(

旧
寿
大
学)　

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生

き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
の

場
と
し
て
、
郷
土
の
歴
史
、

健
康
、
趣
味
な
ど
に
関
す

る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
／
60
歳
以

上
の
市
内
在
住
者
30
人

期
間
／
６
月
～
平
成
27

年
２
月
（
10
回
程
度
）

内
容
／
料
理
教
室
、
ふ

る
さ
と
再
発
見
な
ど

（
内
容
に
よ
り
教
材
費
な

ど
の
徴
収
あ
り
）

申
込
み
／
５
月
７
日（
水)

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

☎
（
83
）
５
４
７
６

それでもあなたは吸いますか？

大切な人のために…禁煙のススメ

　たばこは、がんや循環器疾患などの多くの疾患と関連があるほか、低出生体
重児などの妊娠に関連したリスクにもなっています。そのリスクは喫煙者本人
だけでなく、周囲の人にも影響があります。
　ここでは、喫煙が及ぼす健康や周囲への悪影響などをお伝えします。

　　　　　　　　　問合せ／健康増進課☎（７２）９８６１

（
※
）
肺
気
腫
や
慢
性
気
管
支
炎
を
含
む
疾
患
で
す
。

た
ば
こ
の
煙
は

典
型
的
な
『
Ｐ
Ｍ
２
・
５
』

　

最
近
、
大
気
汚
染
の
報
道
で

話
題
に
な
っ
て
い
る
『
Ｐ
Ｍ
２
・

５
』。
こ
れ
は
、
空
中
に
浮
か
ん

で
い
る
粒
子
の
う
ち
、
非
常
に

小
さ
い
粒
子
の
総
称
の
こ
と
で
、

石
油
や
石
炭
の
燃
焼
が
主
な
発

生
源
で
す
。

　

喫
煙
は
、
超
高
濃
度
で
『
Ｐ

Ｍ
２
・
５
』
を
吸
引
す
る
行
為
と

同
じ
で
す
。

喫
煙
専
用
室

や
車
の
中
、

喫
煙
で
き
る

居
酒
屋
な
ど
、

『
Ｐ
Ｍ
２
・

５
』
が
充
満

し
た
空
間
で
の
喫
煙
が

最
も
不
健
康
で
す
。

喫
煙
は
健
康
面
だ
け
で
な
く

生
活
面
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も

①
時
間
が
も
っ
た
い
な
い

　

１
本
５
分
の
喫
煙
で
も
15
本

で
１
日
１
時
間
以
上
の
時
間
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
美
容
に
大
敵
!!

　
　
お
肌
が
老
け
て
見
え
る

　

皮
膚
が
黒
ず
ん
だ
り
、
皮
下

の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
壊
れ
て
し
わ

が
増
え
た
り
し
ま
す
。

③
た
ば
こ
代
が
か
か
る

　

例
え
ば
１
箱
（
20
本
入
り
）

４
２
０
円
の
た
ば
こ
を
、
１

日
に
１
箱
吸
っ
て
い
る
場

合
、
た
ば
こ
代
は
１
カ
月
で

１
２
６
０
０
円
、
１
年
で
約

15
万
円
以
上
か
か
り
ま
す
。

④
病
気
に
な
っ
て
医
療
費
倍
増

　

が
ん
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
）（
※
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
免
疫

力
低
下
で
重
症
化
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の

病
気
に
よ
り
、

通
院
や
入
院
を

余
儀
な
く
さ
れ
、

医
療
費
が
か
か

り
ま
す
。

⑤
家
族
に
も
被
害
が
…

　

受
動
喫
煙
に
よ
り
家
族
も
病

気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

換
気
扇
の
下
な
ど
、
家
の
中
で

吸
う
場
所
を
配
慮
し
て
も
、
受

動
喫
煙
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
成
長
や
知
能
の
発

達
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

毎
年
５
月
31
日
は
『
世
界
禁

煙
デ
ー
』。
禁
煙
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
！

　
『
世
界
禁
煙
デ
ー
』
は
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
習
慣
を
社
会

に
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
決
議
に
よ
り
昭
和
63
年

（
１
９
８
８
年
）
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
、

平
成
４
年
か
ら
世
界
禁
煙
デ
ー

に
始
ま
る
一
週
間
を
『
禁
煙
週

間
』
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

　

毎
年
、
世
界
で
３
０
０
万
人

が
喫
煙
が
原
因
と
み
ら
れ
る
が

ん
や
心
臓
病
で
亡
く
な
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
３
０

年
代
初
頭
に
は
、
喫
煙
に
よ
る

死
亡
者
が
年
間
１
０
０
０
万
人

に
達
す
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
警
告
し

て
い
ま
す
。

市
で
も
禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト

　

市
で
は
、
あ
な
た
の
禁
煙
や

生
活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
毎
月
、『
お
と
な
の
健

康
相
談
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
の
保
健
師
や
栄
養

士
が
、
禁
煙
や
生
活
習
慣
病
な

ど
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

る
も
の
で
す
。

　

５
月
は
、
27
日
（
火
）
９
時

～
11
時
に
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で

行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
日
程

な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎
月
『
広

報
カ
レ
ン
ダ
ー
』
に
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
５
月
か
ら
毎
月
、
１
日
、

11
日
、
21
日
、
31
日
を
、
市
役

所
本
庁
・
別
館
お
よ
び
各
支
所

の
敷
地
内
全
面
禁
煙
の
日
に
し

ま
す
。
市
役
所
へ
お
越
し
の
際

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
切
な
人
の
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
禁

煙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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心も体も健康がイイネ！ 心も体も健康がイイネ！
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▲市長から委嘱状を受け取る落語家・三遊亭円楽師匠

三
遊
亭
円
楽
師
匠
も
出
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
観
光
親
善

　

4
月
8
日
（
火
）・
９
日
（
水
）、天
城
ド
ー
ム
で

『
第
18
回
Ｊ
Ｌ
Ｃ
杯
ス
ー
パ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
』が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
48
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。ま
た
今
大
会
に
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
に
30
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
、三
遊
亭

円
楽
師
匠
も『
チ
ー
ム
円
楽
』と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
円
楽
師
匠
は
、市
長
か
ら『
伊
豆
市
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
親
善
大
使
』の
委
嘱
状
を
受
け
、ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
た
伊
豆
市
の
親
善
大
使
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

▲取材活動で自分たちが感じたことを発表する児童

 

つ
い
に
、
完
成
！

児
童
の
目
線
で
街
を
紹
介

　

3
月
12
日（
水
）、修
善
寺
南
小
学
校
の
5
年
生
が
伊

豆
市
商
工
会
と
連
携
し
て
作
成
し
た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

の
完
成
発
表
会
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
伊
豆
の
方
言
に

ち
な
み『
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ（
く
る
ら
）
』。児
童
が
自
ら

取
材
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
が
紹
介
さ
れ
、

4
月
初
旬
か
ら
、商
工
会
や
市
役
所
、若
者
交
流
施
設

『
９
ｉ
ｚ
ｕ
』な
ど
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

４
月
１
日
（
火
）
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
『
伊
豆

市
交
通
指
導
員
感
謝
状
贈
呈
並
び
に
委
嘱
状
交
付

式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
仁
警
察
署
長
か
ら
退
任
さ
れ
る
9

人
の
交
通
指
導
員
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
市

長
か
ら
再
任
者（
５
人
）、
新
任
者（
９
人
）に
対
し

て
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
同
署
交
通
課
長
に
よ
る
講
話
と
交

通
指
導
員
の
新
任
者
へ
街
頭
指
導
に
関
す
る
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
指
導
員
の
新
旧
交
代

児
童
の
交
通
安
全
を
守
る
た
め

▲感謝状を贈呈され、笑顔の退任者

▲訓練の成果を披露する新入団員

地
域
防
災
の
新
し
い
防さ

き
も
り人

雹ひ
ょ
う

の
降
る
中
、
初
め
て
の
訓
練

　

4
月
6
日（
日
）、『
平
成
26
年
度
伊
豆
市
消
防
団

入
退
団
式
』が
土
肥
松
原
公
園
で
行
わ
れ
、全
14
分
団

２
８
５
人
の
消
防
団
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、35
人
の
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、第
6

分
団（
中
伊
豆
）所
属
の
藤
原
翔
一
さ
ん
が
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
規
律
訓
練
が
行
わ
れ
、雹
が
降
る
と

い
う
悪
天
候
の
中
、「
敬
礼
！
」な
ど
の
号
令
と
と
も

に
新
入
団
員
の
き
び
き
び
と
し
た
訓
練
成
果
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

最
福
寺
で
『
さ
く
ら
祭
り
』

▲満開のしだれ桜を眺めながら抹茶を一杯

　

4
月
13
日（
日
）、小
下
田
に
あ
る
最
福
寺
で『
枝
垂
れ

ぼ
た
ん
さ
く
ら
祭
り
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。境
内
に
植
え

ら
れ
た
約
40
本
の『
伊
豆
最
福
寺
し
だ
れ
』を
求
め
て
、市

内
外
か
ら
多
く
の
見
物
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、抹
茶
の
販
売
や
、ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ

せ
て
春
に
ち
な
ん
だ
童
謡
を
歌
う
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、オ
カ
リ
ナ
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
る

な
ど
、多
く
の
人
が
満
開
に
咲
い
た
し
だ
れ
桜
の
下
、和

や
か
な
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

満
開
の
し
だ
れ
桜
の
下

春
風
そ
よ
ぐ
菜
の
花
と

『
第
21
回
菜
の
花
舞
台
』
上
演

▲老年のカウボーイ役を演じる橋爪功さん

４
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）、小
土
肥
の
特
設
会

場
で
、『
第
21
回
橋
爪
功
と
な
か
ま
た
ち
菜
の
花
舞

台
』が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。タ
イ
ト
ル
は『
紅
柄
谷
の

子
守
唄
』で
、内
容
は『
マ
カ
ロ
ニ・
ウ
エ
ス
タ
ン
』な
ら

ぬ『
ウ
ド
ン
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
』。紅
柄
谷
を
舞
台
に
、塩

と
女
を
め
ぐ
る
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
の
争
い
を
コ
ミ
カ

ル
に
描
い
た
作
品
で
す
。

演
劇
の
ほ
か
に
も
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
や
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
公
演
な
ど
も
行
わ
れ
、菜
の
花
の
咲

く
会
場
に
は
、多
く
の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

べ
ん
が
ら
だ
に



▲黄色い帽子と傘を授与される新入生

■中伊豆小学校

▲新入生入場

■土肥小学校

▲校長先生から教科書をいただく新入生

■修善寺小学校

歌
　
壇

市
内 
７ 
小
学
校
で
入
学
式

　
　
　  

元
気
い
っ
ぱ
い 

夢
い
っ
ぱ
い
の 

１
年
生
　

問合せ／学校教育課☎（83）5470問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
近
年
、
自
宅
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
話
の
利
用
料
金
が
安
く
な
る

契
約
の
ご
案
内
で
す
」
、
「
Ａ
タ
イ

プ
と
Ｂ
タ
イ
プ
を
併
せ
て
ご
契
約
い

た
だ
く
と
割
引
の
対
象
に
な
り
ま

す
」
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電

話
な
ど
の
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
発
達
は
め
ざ
ま
し

く
、
ま
た
そ
の
契
約
形
態
も
複
雑
化

の
一
途
を
た
ど
り
、
勧
誘
を
受
け
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の
か
、
本

当
に
得
な
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は

分
か
り
づ
ら
い
の
が
現
状
で
す
。

　
悪
質
な
勧
誘
事
業
者
は
し
つ
こ
く

勧
誘
電
話
を
し
て
き
た
り
、
過
大
な

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
早
期
に
申
し
込
み

を
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
ま
す
。
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

な
ど
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
消

費
者
保
護
は
不
十
分
で
す
。

　
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
を
受
け

た
場
合
は
、
よ
く
分
か
ら
な
け
れ
ば
安

易
に
契
約
の
申
し
込
み
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
慎
重
な
対
応
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

日
日
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

『電気通信サービスの勧誘には十分な注意を！』

争
ひ
て
明
日
を
伸
ぶ
る
若
竹
は
緑
ま
ぶ
し
く
皮
を
脱
ぎ
捨
つ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　関
原

　く
み
子
（
加
殿
）

強
風
に
横
倒
し
な
る
古
木
梅
僅
か
に
繋
が
る
枝
に
花
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　滝
川

　明
子

　（
大
平
）

長
き
こ
と
放
り
し
ミ
シ
ン
や
う
や
く
に
じ
ぶ
じ
ぶ
じ
ぶ
と
重
き
音
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　野
田

　典
子

　（
修
善
寺
）

茶
枯
れ
た
る
松
の
林
の
小
島
あ
り
湾
を
取
り
巻
く
緑
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　星
谷

　孝
彦

　（
大
沢
）

暗
闇
の
狩
野
川
中
洲
に
響
き
た
る
雉
の
高
鳴
き
闇
を
深
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　室
野

　英
子   

（
修
善
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！
●
大
仁
署
管
内
で

『
忍
び
込
み
』増
加
！

　
今
年
の
1
月
〜
３
月
末
ま
で
に

大
仁
署
管
内
で
は
、忍
び
込
み
被
害

が
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。昨
年
は

１
年
間
で
９
件
の
発
生
に
比
べ
る

と
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

【
忍
び
込
み
と
空
き
巣
の
違
い
】

　
ど
ち
ら
も
家
に
侵
入
し
金
品
を

盗
む
ド
ロ
ボ
ー
で
す
が
、『
忍
び
込

み
』は
深
夜
、人
が
寝
て
い
る
間
に
、

家
に
忍
び
込
ん
で
金
品
を
盗
む
こ

と
を
い
い
ま
す
。空
き
巣
は
人
の
い

な
い
留
守
を
狙
い
、家
に
入
り
盗
み

を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
忍
び
込
み
の
侵
入
口
】

①
１
階
の
裏
手
や
勝
手
口

　（
道
路
か
ら
死
角
に
な
っ
て
い
る

　
場
所
）

②
無
施
錠
の
玄
関

【
被
害
防
止
策
】

①
ど
ん
な
と
き
も
必
ず
施
錠

　
玄
関
だ
け
で
な
く
、ト
イ
レ
や
浴

室
の
小
窓
も
忘
れ
ず
施
錠
。

②
人
の
目

　
普
段
見
掛
け
な
い
人
が
近
所
を
歩

い
て
い
た
ら
、あ
い
さ
つ
を
す
る
。

　
ド
ロ
ボ
ー
は
必
ず
下
見
を
し
て
狙

い
ま
す
。入
り
や
す
く
・
逃
げ
や
す

い
家
に
し
な
い
た
め
に
も
、普
段
か
ら

自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
施
錠
の
習

慣
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

▲受け付けをする新入生

■熊坂小学校

▲担任の先生のお話を聞く新入生

■天城小学校

▲喜びの保護者

　４月７日（月）、修善寺小学校、熊坂小学校、修善寺
東小学校、修善寺南小学校、土肥小学校、天城小学
校、中伊豆小学校の7校で入学式が行われ、189人
のピカピカの1年生が誕生しました。
　入学式では、新入生が担任の先生から自分の名前
を呼ばれると、大きな声で元気よく「はい！」と返事を
していました。
　また、校長先生や来賓の皆さんのお話を落ち着い
て聞いていました。上級生のお迎えの言葉に、思わ
ず顔をほころばせ目を輝かせていました。
　新入生の皆さん、お勉強を頑張ってください。

▲校長先生の式辞

●
万
引
き
は
窃
盗
罪
で
す

　
軽
い
気
持
ち
や
ゲ
ー
ム
感
覚
と

思
っ
て
万
引
き
を
し
て
も
、そ
れ
は

立
派
な
犯
罪
で
す
。最
近
は
、青
少

年
に
限
ら
ず
社
会
人
や
孤
独
感
を

感
じ
て
い
る
高
齢
者
の
万
引
き
も

社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
大
仁
署
管
内
で
は
、今
年
の
３
月

末
ま
で
に
万
引
き
事
案
は
１7
件
発

生
し
て
い
ま
す
。発
生
場
所
は
、ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
量
販
店
な
ど

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。仲
間

で
万
引
き
を
計
画
し
、自
分
は
品
物

を
盗
ん
で
い
な
い
か
ら
、ま
た
、見

張
り
役
だ
か
ら
と
思
っ
て
い
て
も
立

派
な
共
犯
者

に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。た
と

え
友
達
か
ら

誘
わ
れ
て
も
、

き
っ
ぱ
り
断
る

勇
気
も
必
要
で
す
。

【
万
引
き
は
3
つ
の
な
い
・
な
い
・

な
い
】

①
万
引
き
を
し
な
い
！

②
万
引
き
を
さ
せ
な
い
！

③
万
引
き
を
見
逃
さ
な
い
！

【
万
引
き
の
罰
則
】

　
１０
年
以
下
の
懲
役
、ま
た
は
５０
万

円
以
下
の
罰
金

　
■修善寺南小学校■修善寺東小学校

市
内 
７ 
小
学
校
で
入
学
式

　
　
　  

元
気
い
っ
ぱ
い 

夢
い
っ
ぱ
い
の 

１
年
生
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　げんき　ゆうき　笑顔いっぱい
◆重点目標　○心身ともに元気な子
　　　　　　○自分で考え行動する子
　　　　　　○みんなとなかよく遊べる子

　　　　　　
　
熊
坂
保
育
園
は
、４
月
か
ら
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
５９
人
で
、元
気
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。『
人
と
の
か
か

わ
り
・
わ
く
わ
く
・
ど
き
ど
き
』を
大
切
に
生
活
し
、心

豊
か
に
育
ち
合
う
子
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、絵
本
を
通
し
て
の
園
児
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。毎
日
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、保
育
士
が「
園
児
た

ち
一
人
一
人
を
言
葉
で
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
よ
う
」と
い
う

思
い
で
取
り
組
み
、ク
ラ
ス
で
共
通
の
話
題
・
思
い
出
づ

く
り
の
時
間
に
し
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
、家
庭
に
も
読

み
聞
か
せ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
皆
さ
ん（
は
ら
っ
ぱ
文
庫
）に
よ
る
読
み

聞
か
せ
も
味
わ
っ
て
い
ま
す
。絵

本
を
介
し
て
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
、

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
味
わ
い
、心
の
安

定
を
得
て
、園
児
た
ち
は
、元
気
い

っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
経
験
は
、園
児

た
ち
の
活
動
の
源
に
も
な
り
、

日
々
の
遊
び
の
中
で
反
映
さ
れ
、

運
動
会
、発
表
会
な
ど
の
行
事
で
、見
守
っ
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
に
認
め
て
い
た
だ
き
、園
児
た
ち
の
満
足
感
、自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

熊坂保育園熊坂保育園

ジオサイトとしての魅力
　『伊豆の瞳』の愛称で呼ばれている八丁池は、標高
1,173ｍにある天城火山の火山口湖といわれていま
したが、最近の調査では、谷の最奥部の活断層のず
れにできた池であることが分かりました。
　八丁池の周囲には『スズタケ』に覆われていること
から別名『青スズの池』とも呼ばれ、県の天然記念物
のモリアオガエルの生息地になっています。

▲何のお話かな？（はらっぱ文庫）

八丁池
は っ ち ょ う い け

大地からの
贈り物
～ジオだより～

大地からの
贈り物
～ジオだより～

　市内には、魅力ある多くのジオサイトがあります。
ここでは、ジオサイトの紹介や取り組みについてご
紹介します。　　問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ 　八丁の名は、池の周囲が八丁（約870ｍ）あること
からついたといわれていますが、実際には580ｍほ
どになります。
　また、昭和5年・6年にはこの地に訪れた昭和天皇
の行幸記念碑があります。八丁池は付近に展望台が
あり、ブナ林の上に富士山の頭がのぞかせることで、
人気のハイキングコースになっています。特に5月～
6月の時期になると、ブナやヒメシャラの自然林が新
緑となり、魅力的な感じになります。

▲ヤッホー！　げんきでーす！ ▲レンガのおうちを建てたよ

さいおう  ぶ

　
修
善
寺
駅
前
で
祖
父
の
代
か
ら
続
く
写
真

館
の
三
代
目
で
す
。大
学
卒
業
後
は
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
し
て
広
告
宣
伝
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、家
業
の
写
真
館
で
自
分
の
力
を

試
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、修
業
を

積
み
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。地
域
密
着
を

信
条
に
ス
タ
ジ
オ
撮
影
の
ほ
か
、結
婚
式
場
へ

の
出
張
撮
影
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
業
界
は
、技
術
革
新
が
進
み
、
一
般
の

人
で
も
プ
ロ
並
み
の
機
材
を
持
ち
、き
れ
い
な

写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。だ
か
ら

こ
そ
、プ
ロ
と
し
て
お
金
を
も
ら
え
る
写
真
を

撮
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
、勉
強
会
を
行
う

な
ど
自
己
啓
発
に
努
め
、写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に

も
出
展
、入
選
も
多
数
果
た
し
て
い
ま
す
。

鴻野節夫 さん鴻野節夫 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
多
く
、す
て
き
な
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
や
夢

　
お
宮
参
り
、七
五
三
、成
人
式
な
ど
人
生

の
節
目
に
撮
る
写
真
は
、何
度
も
撮
り
比
べ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
客
さ
ま

に
と
っ
て
一
生
の
写
真
と
な
る
こ
と
に
、撮

影
者
と
し
て
大
き
な
責
任
を
感
じ
ま
す
。

　
ス
タ
ジ
オ
に
お
迎
え
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
す
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
お
客
さ
ま
の
魅
力
を
探

り
、そ
の
人
な
ら
で
は
の
表
情
を
引
き
出
す

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
を
対
象
に
す
る
仕
事
な
の
で
、面
白

い
反
面
、怖
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、さ

や
り
が
い

50歳 （柏久保）50歳 （柏久保）

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕事
など、どのような思いで仕事に取り
組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（72）９９１０

鴻野写真館 代表 鴻野写真館 代表 

Vol.2Vol.2

こう の 　 せ つ お

　 　
東
日
本
大
震
災
後
、家
族
写
真
を
撮
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。家
族
写
真
は
、写
真

を
撮
る
た
め
に
、家
族
の
全
員
が
集
ま
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
気
持
ち
が
、

き
ず
な
や
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
、写
真
に
現

れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
人
と
な
り
が
、

表
現
で
き
る
写
真
を
撮
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。写
真
館
が
少
な
く
な
る
時
代

で
す
が
、地
域
の
皆
さ
ま
の
思
い
出
を
記
録

す
る
写
真
館
が
残
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。身
内
に
限
ら
ず
写
真
館
の
後
継

者
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

【趣味】
写真展、美術展、音楽鑑賞　

【ストレス解消法】
写真仲間や友人と語り合うこと

狩野川

あゆのさと マックスバリュ
修善寺駅前店

静岡銀行
TSUTAYA

JA伊豆の国
駅前支店

南雲整形外科
クリニック

修善寺駅

（柏久保１４０１－３）
鴻野写真館
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
市
内
の
施
工

業
者
を
利
用
し
て
行
う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
平
成
25
年
度
ま
で
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
1
年
間
延
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
一
部
を
改
正
し
、
県
が
実

施
す
る
住
宅
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補

助
金
と
の
併
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
／

○
市
内
に
あ
る
住
宅
（
賃
貸
借
住
宅
は
除

く
）
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者

○
市
内
に
継
続
し
て
１
年
間
以
上
居
住
し

住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

○
納
期
が
到
来
し
た
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

対
象
工
事
／

○
10
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

※
施
工
業
者
は
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　

こ
と
（
そ
の
ほ
か
に
も
条
件
あ
り
）。

補
助
金
額
／
工
事
費
の
10
％

（
上
限
10
万
円
・
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
負
担

調
整
措
置
の
経
過
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
評
価

替
え
な
ど
に
よ
り
税
額
が
急
に
増
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
負
担
調
整
措
置
と
い
う

制
度
に
よ
り
課
税
標
準
額
を
調
整
し
て
税

額
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
負
担
調
整
措
置

は
、
こ
れ
ま
で
経
過
措
置
と
し
て
一
定
の

負
担
水
準
（
90
％
）
を
超
え
た
住
宅
用
地

（
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
等
の
敷
地
）
に
対
す
る

課
税
標
準
額
は
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
か
ら
こ
の
経
過
措
置
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

負
担
水
準
と
は
／
本
来
の
評
価
額
に
対
し
、

前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
ど
の
程
度
の
割

合
で
あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

負
担
水
準
（
％
）
＝
前
年
度
課
税
標
準

額
÷
今
年
度
評
価
額
×
住
宅
用
地
特
例

率
（
6
分
の
１
ま
た
は
3
分
の
１
）

※
廃
止
に
伴
い
、
住
宅
用
地
を
お
持
ち
で
税

額
が
据
え
置
か
れ
て
い
た
一
部
の
人
に
つ

い
て
、
住
宅
用
地
に
か
か
る
税
額
が
５
％

程
度
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
２

狭き
ょ
うあ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

幅
４
ｍ
未
満
道
路
の
拡
幅
費
用
を
助
成

　

道
路
は
、
人
や
車
の
通
行
は
も
ち
ろ
ん
、

風
通
し
や
日
当
た
り
も
良
く
し
て
快
適
な

住
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
に
は
ま

だ
幅
の
狭
い
道
路
（
狭
あ
い
道
路
）
が
多
く
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
の
問
題
／

○
通
行
に
不
便

○
緊
急
車
両
や
消
防
車
が
通
れ
な
い

○
災
害
時
、
避
難
の
妨
げ
に
な
る　

な
ど

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
都
市
計
画
区
域
内
（
旧

修
善
寺
町
）
の
建
築
基
準
法
に
お
い
て
、
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
が
生
じ
る
道
路
に
つ
い
て
『
狭

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
』
を
実
施
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
と
は
／

都
市
計
画
区
域
内
の
道
路
幅
員
４
ｍ
未
満

の
道
路
を
４
ｍ
に
拡
幅
し
、
拡
幅
し
た
部

分
の
土
地
を
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ
く
ま

で
に
負
担
し
た
諸
費
用
を
助
成
す
る
事
業

で
す
。
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
土
地
は
、

市
が
道
路
と
し
て
整
備
・
管
理
し
ま
す
。

対
象
者
／
都
市
計
画
区
域
内
の
建
築
基
準

法
第
42
条
第
2
項
該
当
の
幅
員
４
ｍ
未
満

の
道
路
に
接
す
る
土
地
の
所
有
者
で
、
土

地
を
道
路
と
し
て
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ

け
る
人

対
象
事
業
／

○
拡
幅
し
た
土
地
の
測
量
、
境
界
確
定
お

よ
び
分
筆
登
記

○
拡
幅
し
た
土
地
の
植
栽
そ
の
ほ
か
築
造
物

が
あ
る
場
合
、
そ
の
撤
去
や
移
転
工
事

○
植
栽
そ
の
ほ
か
の
築
造
物
撤
去
や
移
転

後
の
土
地
の
整
地
工
事

○
拡
幅
し
た
土
地
に
埋
設
管
が
あ
る
場
合
、

そ
の
敷
設
替
え
工
事　

な
ど

※
こ
の
事
業
は
、
土
地
を
道
路
と
し
て
寄

付
し
て
い
た
だ
く
人
が
事
業
主
と
な
り
、

対
象
事
業
を
実
施
し
て
支
払
っ
た
諸
費

用
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
６

生
ご
み
処
理
容
器
・

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
金

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
ご
み
の
減
量
化

を
行
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
容
器

　
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
容
器
な
ど
）

対
象
／
材
質
が
、
耐
水
性
お
よ
び
耐
久
性

を
備
え
た
も
の
で
、
臭
気
の
発
散
お
よ
び

雨
水
の
流
入
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
ふ

た
を
備
え
た
も
の

補
助
金
額
／
１
容
器
に
つ
き
購
入
額
の
２

分
の
１
を
補
助
（
上
限
４
千
円
）

※
１
世
帯
に
２
容
器
ま
で
で
す
。

申
請
方
法
／
次
の
も
の
を
持
参
し
、
環
境

衛
生
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
領
収
書
（
申
請
者
氏
名
入
り
）
②
認
印

③
本
人
振
込
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

④
カ
タ
ロ
グ
な
ど
型
式
性
能
の
分
か
る
も
の

■
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

対
象
／
電
気
式
で
、
生
ご
み
を
発
酵
、
乾

燥
な
ど
の
方
法
に
よ
り
分
解
す
る
方
式
で

あ
る
こ
と

補
助
金
額
／
購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助

（
上
限
３
万
円
） 

※
１
世
帯
に
１
台
ま
で
で
す
。

申
請
方
法
／
購
入
前
に
次
の
も
の
を
持
参

し
、
環
境
衛
生
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
見
積
書
②
カ
タ
ロ
グ
な
ど
型
式
性
能
の

分
か
る
も
の
③
認
印
④
本
人
振
込
口
座
番

号
の
分
か
る
も
の

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
） 

９
８
５
７

若
者
定
住
促
進
住
宅
補
助
金

　

市
内
に
定
住
す
る
若
者
に
対
し
、
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
ま
た
は

中
古
住
宅
な
ど
を
購
入
し
、
登
記
し
た
住

宅
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
／

○
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
満
40
歳
以
下
の
若

者
世
帯
で
あ
る
こ
と

○
補
助
金
交
付
後
、
10
年
以
上
継
続
し
て

補
助
の
対
象
住
宅
に
居
住
し
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と

○
取
得
住
宅
に
夫
婦
で
住
ん
で
い
る
こ
と

○
新
た
に
購
入
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と

○
居
住
す
る
世
帯
員
が
市
町
村
税
、
上
下

水
道
使
用
料
、
保
育
料
、
授
業
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
居
住
目
的
に
玄
関
、
居
室
、
便
所
、
台

所
ま
た
は
風
呂
を
備
え
、
延
べ
床
面
積

が
１
０
０
㎡
以
上
の
も
の

○
相
続
、
贈
与
な
ど
の
取
得
対
価
を
伴
わ

な
い
場
合
は
対
象
外
と
す
る　

な
ど

補
助
金
額
／

○
１
０
０
万
円
（
土
地
と
住
宅
を
購
入
）

○
50
万
円
（
住
宅
の
み
を
購
入
）

※
補
助
対
象
と
な
る
夫
婦
の
子
で
、
購
入

し
た
住
宅
に
居
住
す
る
小
学
校
就
学
前

の
子
に
対
し
て
１
人
に
つ
き
10
万
円
を

交
付
し
ま
す
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強
補
助
金

　

県
と
市
が
実
施
し
て
い
る
『
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ

Ａ
Ｉ
（
東
海
・
倒
壊
）
―
０
』
事
業
で
は
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
耐
震
診
断
の

実
施
、
耐
震
補
強
計
画
の
作
成
と
工
事
に

対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
か
ら

　

耐
震
補
強
工
事
ま
で
の
流
れ

①
耐
震
診
断
は
電
話
１
本
で
申
し
込
み

　

無
料
で
、
市
が
専
門
家
（
静
岡
県
耐
震

診
断
補
強
相
談
士
）
を
派
遣
し
、
耐
震
診

断
を
行
い
ま
す
。

②
耐
震
補
強
計
画
作
成
費
用
の

　

３
分
の
２
を
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問
題
が

あ
る
場
合
、
家
の
筋
交
い
を
増
や
す
な
ど
、

ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
補
強
す
る
か
を

検
討
し
、『
耐
震
補
強
計
画
』
を
作
成
す
る

た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
３
分
の
２
以
内

（
限
度
額
９
万
６
千
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

③
耐
震
補
強
工
事
に
は
40
万
円
を
補
助

　

耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
木
造
住
宅
の
耐

震
補
強
工
事
に
対
し
て
、
40
万
円
を
上
限

に
補
助
し
ま
す
。

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い
の
あ
る

人
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
20
万

円
の
割
増
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
の
補
助
制
度
な
ど

○
し
ず
お
か
住
宅
ロ
ー
ン
優
遇
制
度

　

耐
震
評
点
が
１
・
０
未
満
で
、
住
宅
の
建

て
替
え
を
お
考
え
の
場
合
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
県
内
の
金
融
機
関
で
金
利
の
優
遇

な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
金
融
機

関
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修

　

地
震
発
生
時
に
転
倒
や
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修
を
行
う

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金

対
象
機
器
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
発

生
し
た
電
気
を
電
力
会
社
へ
供
給
で
き
る

装
置
で
出
力
10 

kW
未
満
の
も
の
）

補
助
金
額
／

１
kW
あ
た
り
３
万
円
（
上
限
10
万
円
）

対
象
／
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

○
設
置
完
了
時
に
市
民
で
あ
る
こ
と

○
初
め
て
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と

○
世
帯
員
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

申
請
方
法
／
設
置
工
事
前
に
環
境
衛
生
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
着
工
は
必
ず
、
決
定
通
知
書
を
受
理
し

た
後
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

条
件
／

○
申
請
時
に
伊
豆
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
こ
と

○
自
己
専
用
住
宅
を
新
築
（
既
存
住
宅
の

建
て
替
え
不
可
）
ま
た
は
購
入
し
た
こ
と

○
償
還
開
始
が
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
の
間
で
あ
る
こ
と

○
借
入
金
５
０
０
万
円
以
上
で
償
還
期
間

５
年
以
上
で
あ
る
こ
と

○
所
得
７
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

　
（
同
居
家
族
含
む
）

○
建
物
の
延
べ
床
面
積
１
３
５
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と
（
60
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
ま
た
は
６
人
以
上
の
家
族

が
同
居
す
る
場
合
は
２
４
０
㎡
以
下
）

○
当
制
度
以
外
に
住
宅
建
設
資
金
の
利
子

補
給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
若
者
定
住
促
進
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

○
市
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

利
子
補
給
額
／
月
額
３
２
０
０
円

利
子
補
給
期
間
／
償
還
開
始
か
ら
３
年
間

（
住
民
登
録
す
る
前
の
償
還
分
は
対
象
外
）

受
付
期
間
／

５
月
７
日
（
水
）
～
６
月
10
日
（
火
）

提
出
書
類
／

○
交
付
申
請
書

○
住
宅
建
設
資
金
償
還
実
績
証
明
書

　
（
金
融
機
関
の
証
明
）

○
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
平

成
25
確
定
申
告
書
の
写
し
（
収
入
の
あ

る
世
帯
全
員
）

○
平
成
25
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
の
写
し
（
年
金
受
給
者
）

※
様
式
は
産
業
振
興
課
、
各
支
所
窓
口
に

備
え
置
く
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

お
知
ら
せ
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お知らせ
行
政
相
談
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
の
行
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
苦
情
、
要

望
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
聴
き
、
解
決
の
促

進
を
図
る
の
が
総
務
省
の
『
行
政
相
談
』
で

す
。
そ
の
相
談
に
応
じ
る
身
近
な
窓
口
に
な

る
の
が
『
行
政
相
談
委
員
』
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
お
願

い
し
た
民
間
の
有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
／

堀
江 

正
身
さ
ん
（
矢
熊
）　
　
　
　

野
田 

幸
子
さ
ん
（
本
立
野
）　
　
　

廣
沢 

智
純
さ
ん
（
小
下
田
）

行
政
相
談
／
毎
月
１
回
第
２
火
曜
日
の
９

時
～
12
時
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
行
う
予

定
で
す
（
予
約
制
・
無
料
）
。　

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

※
左
記
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
静
岡
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課

　

☎
０
５
４
（
２
５
４
）
１
１
０
０

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
（
09
）
０
１
１
０

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と
き
／

５
月
２
日
（
金
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
支
所
駐
車
場

献
血
の
種
類
／
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml

※
献
血
手
帳
、
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

巡
回
交
通
事
故
相
談
（
相
談
無
料
）

　

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
６
月
11
日
（
水
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
本
庁

内
容
／
損
害
賠
償
・
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
、
調
停
、
訴
訟
な
ど
の
相
談

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図　

な
ど

申
込
み
／
６
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
地
域

づ
く
り
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

伊
豆
市
文
化
協
会
芸
能
祭

　

今
年
は
『
伊
豆
市
文
化
協
会 

芸
能
祭
』

を
、
伊
豆
市
制
10
周
年
記
念
冠
事
業
と
し

て
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
観
光
協
会
の
応

援
も
得
て
に
ぎ
や
か
に
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
／
５
月
17
日
（
土
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

内
容
／
音
楽
・
芸
能
部
門
発
表

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

伊
豆
市
文
化
協
会
・
天
城
ほ
た
る
祭
り

　

文
化
協
会
で
は
、『
天
城
ほ
た
る
祭
り
』

開
催
中
に
、天
城
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
て
展
示
部
門
と
芸
能
部
門
の
発
表

を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
／

○
６
月
１
日
（
日
）
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
（
出
会
い
橋
中
洲
で
の
オ
カ
リ
ナ

演
奏
会
）

○
６
月
８
日
（
日
）
・
15
日
（
日
）
・
22

日
（
日
）
・
29
日
（
日
）
、
７
月
６
日

（
日
）
文
化
協
会
会
員
に
よ
る
舞
台
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

○
６
月
１
日
（
日
）
～
７
月
７
日
（
月
）

天
城
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て

作
品
展
示

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

と
き
／
５
月
25
日
（
日
）
９
時
～
17
時

コ
ー
ス
／
西
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
土
肥
駐

車
場
～
だ
る
ま
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

持
ち
物
／
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
・

靴
、
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

募
集
人
数
／
先
着
80
人

申
込
み
／
５
月
８
日
（
木
）
か
ら
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

浜
名
湖
花
博
２
０
１
４

伊
豆
市
関
連
行
事
情
報

　

『
浜
名
湖
花
博

２
０
１
４
』
が
、

『
花
と
緑
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
～
水
辺
で
奏

で
る
未
来
の
暮
ら
し

～
』
を
テ
ー
マ
に
、

３
月
21
日（
金
・祝
）か

ら
６
月
15
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
、
浜
松
市

の
『
は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
』
と
『
浜

名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
』
の
両
会
場
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
５
月
10
日
（
土
）
に
、
浜
名

湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
会
場
で
『
伊
豆
市
の

日
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
』
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
期
間
を
通
じ
て
、
自
治
体
花

壇
と
し
て
全
国
の
政
令
指
定
都
市
や
、
県

内
市
町
と
連
携
し
た
花
壇
も
出
展
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

と
き
／
５
月
10
日
（
土
）
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
／
水
辺
の
劇
場

内
容
／
伊
豆
市
ク
イ
ズ
、
太
鼓
演
奏
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
合
唱
な
ど

■
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

と
き
／
５
月
10
日
（
土
）
10
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
水
辺
の
劇
場
横
の
特
設
会
場

内
容
／
伊
豆
市
特
産
品
の
販
売
、
伊
豆
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ

■
伊
豆
市
の
花
壇

　

こ
の
花
壇
は
、

10
㎡
の
円
形
花
壇

で
、
天
城
山
と
個

性
的
な
４
地
区
の

自
然
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

と
き
／

４
月
５
日
（
土
）
～
６
月
15
日
（
日
）

9
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ
／
自
治
体
花
壇
『
花
銀
河
』

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
補
助
金

　

保
健
所
や
市
に
は
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
関
す
る
多
く
の
相
談
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
不
幸
に
も
捨

て
ら
れ
た
り
、
家
出
や
迷
子
な
ど
の
猫
が

繁
殖
し
て
増
え
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
以
上
不
幸
な
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
、
ま
た
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
考
え
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
去
勢
・

避
妊
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
／

○
市
内
に
生
息
し
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

去
勢
・
避
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
た
市
民

○
手
術
後
に
そ
の
猫
の
面
倒
（
フ
ン
の
片

付
け
な
ど
）
を
見
ら
れ
る
人

※
手
術
後
の
耳
カ
ッ
ト
は
必
須
で
す
。

補
助
金
額
／
手
術
に
要
し
た
経
費
の
額

（
上
限
５
千
円
／
匹
）

※
年
度
中
に
一
世
帯
２
匹
ま
で
で
す
。

申
請
方
法
／
手
術
前
に
次
の
書
類
を
環
境

衛
生
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
交
付
申
請
書

○
申
請
者
の
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
の
写
し
な
ど
）

○
申
請
者
本
人
の
口
座
が
分
か
る
も
の　

　

（
通
帳
の
写
し
な
ど
）

※
手
術
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
） 

９
８
５
７

4
月
１
日
（
火
）
か
ら
入
院
時
の
食
事
療

養
費
が
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
に
!!

　

お
子
さ
ん
が
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
た

際
に
、健
康
保
険
証
と
こ
ど
も
医
療
費
受
給

者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、入

院
時
食
事
療
養
費
が
全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
県
外
の
医
療
機
関
に
入
院
し
た

場
合
や
、
受
給
者
証
が
手
元
に
な
く
提
示

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
一
時
、
自
己
負

担
分
を
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ

ど
も
課
ま
た
は
各
支
所
に
て
助
成
金
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
の
申
請
に
必
要
な
も
の
／

○
領
収
書
（
保
険
点
数
が
分
か
る
も
の
）

○
認
印

○
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

注
意
事
項
／

○
４
月
１
日
（
火
）
以
前
の
入
院
時
食
事

療
養
費
は
対
象
外
で
す
。

○
ほ
か
の
医
療
費
助
成
制
度
に
該
当
す
る

人
は
対
象
外
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

児
童
扶
養
手
当
の
変
更
に
つ
い
て

　

法
令
改
正
に
よ
り
４
月
分
か
ら
手
当
額
が

改
定
（
減
額
）
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
に
は

通
知
し
ま
し
た
が
、
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
当
額
／

○
全
部
支
給
…
４
１
０
２
０
円

○
一
部
支
給
…

　

９
６
８
０
円
～
４
１
０
１
０
円

※
児
童
２
人
の
と
き
は
、
右
記
金
額
に

５
千
円
が
、
３
人
目
か
ら
児
童
１
人
増

す
ご
と
に
３
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

は
か
り
の
定
期
検
査

対
象
／

○
商
店
や
工
場
な
ど
で
取
引
に
使
う
は
か
り

○
薬
局
な
ど
で
薬
剤
調
合
用
に
使
う
は
か
り

○
荷
物
運
送
業
な
ど
で
荷
物
の
料
金
を
決

め
る
た
め
に
使
う
は
か
り

○
茶
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を
販
売
す
る

た
め
に
使
う
は
か
り

○
学
校
、
病
院
な
ど
で
健
康
診
断
書
の
作

成
の
た
め
に
使
う
は
か
り

検
査
日
程
／

○
５
月
29
日
（
木
）
13
時
～
16
時

　

丸
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
５
月
30
日
（
金
）
９
時
30
分
～
12
時

　

修
善
寺
総
合
会
館

○
６
月
２
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

修
善
寺
総
合
会
館

○
６
月
３
日
（
火
）
９
時
30
分
～
16
時

　

土
肥
支
所

○
６
月
４
日
（
水
）
９
時
30
分
～
16
時

　

天
城
湯
ケ
島
支
所

○
６
月
５
日
（
木
）
９
時
30
分
～
16
時

　

中
伊
豆
交
流
セ
ン
タ
ー

○
６
月
６
日
（
金
）
９
時
30
分
～
12
時

　

修
善
寺
総
合
会
館

そ
の
他
／

○
受
験
者
に
は
検
査
日
の
約
１
週
間
前
に
、

（
一
社
）
静
岡
県
計
量
協
会
か
ら
『
計

量
器
定
期
検
査
通
知
書
（
は
が
き
）
』

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
は
が
き
が
届
か
な
い
人
で
も
、
検
査
日

に
検
査
場
所
へ
計
量
器
を
持
参
す
れ
ば

受
験
可
能
で
す（
検
査
手
数
料
が
必
要
）
。

○
計
量
器
の
有
効
期
限
は
、
左
図
の
よ
う

に
刻
印
さ
れ
た
封
印
で
確
認
で
き
ま
す
。

『
④
』
は
平
成
24
年
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
平
成
24
年
６
月
に

定
期
検
査
を

受
け
、
有
効

期
限
が
平
成

26
年
６
月
ま

で
と
い
う
こ

と
を
表
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

有
害
鳥
獣
対
策
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
や
県
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
内
山
中
で

『
銃
』
や
『
わ
な
』
を
使
用
し
た
捕
獲
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
作
業
は
、
安
全

対
策
に
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、
万
一
の
事
故

防
止
の
た
め
、
山
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

で
山
に
入
る
際
は
、
目
立
つ
服
装
や
音
の
出

る
も
の
を
身
に
着
け
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
捕
獲
従
事
者
は
オ
レ
ン
ジ
色
の

帽
子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
市
や
県
が
交

付
し
た
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

銃
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
す
る
場
合
は
付
近

に
オ
レ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３ ▲ステッカー▲伊豆市出展の花壇

▲花博キャラクター『のたね』
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郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑭

う
ち
の
一
人
で
す
。
そ
の
行
状
は
、
こ

の
頂
相
（
禅
僧
の
肖
像
）
の
賛
文
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
老
師
は
安
永
７
年
（
１
７
７
８
）

西
江
州
（
現
滋
賀
県
高
島
市
）
に
生

ま
れ
、
７
歳
で
剃
髪
、
文
政
５
年

（
１
８
２
２
）
に
修
禅
寺
に
住
し
、
伽

藍
廃
壊
の
状
況
に
あ
っ
た
修
禅
寺
の
た

め
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
弘
法
大

師
開
山
堂
や
位
牌
堂
の
修
復
を
は
じ

め
、
大
般
若
経
な
ど
の
什
宝
修
繕
を

行
っ
て
修
禅
寺
の
復
興
に
努
め
、
晩

年
奥
之
院
を
中
興
し
、
嘉
永
４
年

（
１
８
５
１
）
に
７４
歳
で
示
寂
な
さ
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
修
禅
寺
の

発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
老
師
の

高
徳
な
お
姿
が
、
こ
の
頂
相
か
ら
拝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
期
間
／

３
月
28
日
（
金
）
～
５
月
27
日
（
火
）

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
展
示
Ⅵ

　

当
館
で
は
、
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
宝
物
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、
修

禅
寺
ゆ
か
り
の
寺
宝
を
紹
介
し
て
い
く

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
寺
宝
を
修
禅
寺
の
協
力
を
得

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
引
き
続
き
、
今
月
も
江
戸
か

ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
た
歴
住
の

肖
像
や
遺
墨
を
展
示
し
、
そ
の
人
と
な

り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

☆
主
な
展
示
作
品

『
承
陽
大
師
肖
像
』
一
幅

『
佛
母
培
苗
頂
相
』
一
幅

『
浩
潤
球
学
肖
像
』
一
幅

『
天
真
絶
三
頂
相
』
一
幅

『
瑞
岳
廉
芳
頂
相
』
一
幅

『
西
来
祖
道
』
大
潤
宗
潭　

一
幅

『
婦
女
訓
』
浩
潤
球
学　

一
幅

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！ 

『
佛
母
培
苗
頂
相
』
（
賛
）
百
厳
禅

師
・
大
協
義
件
（
画
）
掃
部
連
信
真　

一
幅　

江
戸
時
代

　

修
禅
寺
第
29
世
・
佛
母
培
苗

（
１
７
７
８
～
１
８
５
１
）
は
、
大
協

義
件
、
浩
潤
球
学
と
と
も
に
修
禅
寺
の

発
展
に
功
績
を
残
し
た
三
人
の
老
師
の

今月の表紙
編
集
後
記

　今月の表紙は、４月７日
（月）に行われた修善寺東小
学校の入学式の一コマです。
新生活のスタートに、緊張し
ながらも、先生の質問に積極
的に挙手する児童の姿から、
市制施行10周年を迎え、新た
な10年を歩む伊豆市と重ね合
わせ、この一枚を選びました。
　表紙の『天城～』は同校の
校歌から取りました。

西

▶
『
佛
母
培
苗
頂
相
』

伊豆市の人口
（平成26年4月1日現在）

　　男：15,924人（－63）

　　女：17,387人（－52）

　　計：33,311人（－115）

世帯数：13,399世帯（－19）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
①修禅寺御膳　とき／ 5 月 13 日（火）～ 15 日（木）、
20 日（火）～ 22 日（木）、27 日（火）～ 29 日（木）
各日 12 時～ 13 時 ところ／修禅寺 ※要予約です。
問合せ／伊豆市観光協会修善寺支部☎（72）2501
②伊豆市文化協会芸能祭（5 月 17 日（土））　
③伊豆市太鼓連盟 10周年記念公演（6 月 1 日（日））
※②③の詳細は、P21、カレンダーをご覧ください。

今月の民間団体主催・冠事業のご紹介

　

初
め
ま
し
て
。
新
し
く
『
広
報
い
ず
』

を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
西
川
と

申
し
ま
す
。
３
月
ま
で
は
学
生
だ
っ
た
た

め
、
初
め
て
の
仕
事
が
、
こ
の
『
広
報
い

ず
』
で
す
。
右
も
左
も
、
と
に
か
く
い
っ

ぱ
い
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

井
戸
か
ら
出
て
み
た
ら
、
大
い
な
る
海

の
前
で
ひ
と
り
ぶ
る
ぶ
る
と
震
え
る
蛙
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
大
海
に
飛

び
込
ん
で
み
ま
し
た
。
蛙
ら
し
く
そ
こ
か

し
こ
に
現
れ
ま
す
（
取
材
で
）。
そ
の
際
は
、

ご
厚
情
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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と
き
／
５
月
24
日
（
土
）

９
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

※
当
日
は
、
年
に
一
度
の
入
場
無

料
の
日
と
な
り
ま
す
。

第
10
回
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
回
の
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
自
転
車
の
最
新
モ
デ
ル

を
楽
し
め
る
試
乗
体
験
会
や
、
ベ

ロ
ド
ロ
ー
ム
走
行
体
験
な
ど
自
転

車
の
魅
力
を
身
近
に
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決

定
を
受
け
、
応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
橋
本
聖
子
さ
ん
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
橋
本
聖
子
さ
ん
講
演
会

と
き
／
５
月
24
日
（
土
）

９
時
45
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ
／
伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
内

講
演
／
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た

ら
す
も
の
ー 

人
材
育
成
と
健
康
ま

ち
づ
く
り
ー
』

そ
の
他
／
入
場
無
料
で
す
が
、
会

場
準
備
の
都
合
上
、
参
加
人
数
を

観
光
交
流
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課

☎
（
72
）
９
９
１
１

第
17
回
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・

　
ジ
ャ
パ
ン
伊
豆
ス
テ
ー
ジ

　

５
月
18
日
（
日
）
の
大
阪
堺
ス
テ

ー
ジ
を
皮
切
り
に
、
６
日
間
の
熱
い

レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

伊
豆
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
特
設
コ
ー

ス
（
12
・
２
㎞
×
12
周
の
周
回
コ

ー
ス
）
で
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
す
。

大
会
全
体
の
総
合
順
位
を
決
定
づ

け
る
大
事
な
レ
ー
ス
と
な
り
、
手

に
汗
握
る
熱
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
大
会
も
、
柳
瀬
出
身
の
野
寺
秀

徳
監
督
率
い
る
『
シ
マ
ノ
レ
ー
シ
ン

グ
』
が
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

下
図
の
と
お
り
市
道
を
コ
ー
ス

と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
市
道
の

一
部
を
全
面
通
行
止
め
に
し
ま
す

（
一
般
車
両
お
よ
び
歩
行
者
）
。

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　

  

伊
豆
２
０
１
４
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市
で
は
、
今
年
も
自
転
車
の
祭
典
『
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

伊
豆
２
０
１
４
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、『
第
17
回
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
』
も
同
時
開
催
さ

れ
ま
す
。
自
転
車
一
色
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！！

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

　『こどもの日』に欠かせない『かしわもち』には、柏の木は新芽が出る
まで古い葉が落ちないことから、子孫代々栄えるようにという願いが込
められています。日本には四季折々の食材があり、旬を大切にした行事
食があります。親子で楽しく食べて日本の食文化を大切に、受け継いで
いきたいものです。   

伊豆市教育委員会学校教育課　管理栄養士　鈴木 晴美

材　料　（1個分）　 作　り　方

①甘夏の上部を少し切り落とす。
②甘夏の皮を破らないように中
身を取り出し、果汁を搾る。

③果汁の中に水と砂糖を入れ、
煮て溶かす。

④60℃ぐらいに冷めたら、ゼラチン
を振り入れ、よく混ぜて溶かす。

⑤中身を出した皮の中に④を流
し固め、冷蔵庫に入れて冷や
して固める。

◆甘夏……1個（果汁150cc)
◆砂糖………………大さじ2
◆水…………………  100㏄
◆ゼラチン………………5ｇ

～親子で大切にしたい日本の食文化～

＊ さわやかな酸味 ＊ 甘夏ゼリー甘夏ゼリー
試してクッキング！試してクッキング！

◇エネルギー…146kcal
◇たんぱく質…5.7g
◇脂質…0.2g
◇カルシウム…25mg
◇食塩相当量…0ｇ

１個分
栄養価

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

宮澤 佑和ちゃん

　  みやざわ  ゆうと　　　

（上白岩）

室住 到亜ちゃん      むろずみ  とうあ　　　

（加殿）

古川 千智ちゃん

　   ふるかわ  ちさと　　　

（熊坂）

佐藤 汐莉ちゃん

       さとう     しおり　　　

（熊坂）

松本 大輝ちゃん
     まつもと    だいき　　　

（熊坂）

溝口 花ちゃん

　     みぞぐち はな　　　

（柏久保）

杉村 美翠ちゃん

      すぎむら   みのり　　　

（柏久保）

小川 柑奈ちゃん

       おがわ    かんな　　　

（大野）

三須 和奏ちゃん

　     みす      わかな　　　

（修善寺）

佐藤 杏羽ちゃん        さとう   あずは　　　

（牧之郷
）
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図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／ 11日（水）8時30分～10時10分
 18日（水）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。どの地区の人でも、お気軽にご相談ください。
とき／10日（火）9時～12時　
ところ／土肥支所、中伊豆支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／10日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／23日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき・ところ／平日9時～16時・市民課 ※木曜日は消費生活
相談員駐在（月・金曜日は伊豆の国市にも駐在・対応可）。
問合せ／市民課☎（72）9858

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／13日（金）18時～20時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

6月
休日当番医

 1日 西脇内科（伊豆の国市大仁）☎（76）3712 
 8日 大和堂医院（修善寺）☎（72）0015 
 15日 中伊豆リハビリテーションセンター（冷川）☎（83）2111 
 22日 村田内科クリニック（伊豆の国市吉田）☎（76）8866 
 25日 矢田レディースクリニック
　　　　　（伊豆の国市宗光寺）☎（76）4550 
 29日 南雲整形外科クリニック（柏久保）☎（72）3111

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　毎週日曜日15時30分～16時
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  4日・18日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　14日・28日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　12日・26日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学生低学年
　21日(土)14時～14時30分
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 12日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　14日・28日(土)10時30分～11時

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※土日祝日は除きます。
※『のびのび広場』・『すいすい』は９時～１５時、
　『ちびっこサロンわらぼ』は9時30分～14時30分です。
　

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

6
5月28日～11日　ほたるの夕べ／赤蛙公園
１日～7月７日　天城ほたる祭り・天城のほたる観賞期間
　　　　　　　　　　　　／湯ケ島・出会い橋付近
7日、8日、14日、15日（４日間限定）　
　　　　　　　　　　花しょうぶ早朝開園／虹の郷
１日～22日　温泉街花しょうぶまつり／修善寺温泉街
毎金曜・土曜　とびうおすくい／土肥
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
上旬　白ビワ狩り／恋人岬
 上旬　大見川鮎釣り解禁／中伊豆
28日　３時間耐久一輪車レース大会 
　　　　　　　　／日本サイクルスポーツセンター
【花の見ごろ】
上旬～下旬　 ハナショウブ／虹の郷
中旬～７月上旬　アジサイ／虹の郷・六仙の里公園

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883
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１日～7月７日　天城ほたる祭り・天城のほたる観賞期間
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7日、8日、14日、15日（４日間限定）　
　　　　　　　　　　花しょうぶ早朝開園／虹の郷
１日～22日　温泉街花しょうぶまつり／修善寺温泉街
毎金曜・土曜　とびうおすくい／土肥
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
上旬　白ビワ狩り／恋人岬
 上旬　大見川鮎釣り解禁／中伊豆
28日　３時間耐久一輪車レース大会 
　　　　　　　　／日本サイクルスポーツセンター
【花の見ごろ】
上旬～下旬　 ハナショウブ／虹の郷
中旬～７月上旬　アジサイ／虹の郷・六仙の里公園

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883
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　　　　　　　　　　　　／湯ケ島・出会い橋付近
7日、8日、14日、15日（４日間限定）　
　　　　　　　　　　花しょうぶ早朝開園／虹の郷
１日～22日　温泉街花しょうぶまつり／修善寺温泉街
毎金曜・土曜　とびうおすくい／土肥
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
上旬　白ビワ狩り／恋人岬
 上旬　大見川鮎釣り解禁／中伊豆
28日　３時間耐久一輪車レース大会 
　　　　　　　　／日本サイクルスポーツセンター
【花の見ごろ】
上旬～下旬　 ハナショウブ／虹の郷
中旬～７月上旬　アジサイ／虹の郷・六仙の里公園

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883



みんなの掲示板みんなの掲示板

　伊豆市太鼓連盟が発足してから10周年を迎
えます。現在、市内で活動している太鼓チーム
で、連盟に加入している５チームが共演します。
また、ゲストによる演奏も予定していますので、
ぜひご来場ください。
とき／6月1日（日）14時開演（13時開場）
ところ／修善寺総合会館
入場料／９９９円
チケット取扱い店／セブンイレブン大仁東店
※当日は、市役所本庁前からシャトルバスが出
　ますのでご利用ください。
問合せ／伊豆市太鼓連盟事務局☎（98）0400

❖伊豆市太鼓連盟
10周年記念コンサート

　世界遺産富士山と、世界遺産登録を目指す韮
山反射炉を同時に見ることができます。
とき／5月18日（日）
スタート受け付け／８時30分～１１時
ゴール最終受け付け／15時30分
コース（約8km・約２時間）／
伊豆長岡駅スタート→（1.7Ｋｍ・25分）→韮山
反射炉・蔵屋鳴沢→（2.6Ｋｍ・40分）→江川邸・
韮山郷土史料館→（0.5Ｋｍ・7分）→城池親水公
園→（0.6Ｋｍ・8分）→蛭ヶ島公園（トイレ）→
（2.6Ｋｍ・40分）→伊豆長岡駅（ゴール）
トクトク情報／
伊豆長岡駅でお茶のサービスがあるほか、施設
入園料や温泉まんじゅうなどの割引がありま
す。
問合せ／伊豆箱根鉄道（株）☎055（977）1207

❖駿豆線沿線魅力めぐりウォーキ
ング ～富士山・反射炉を同時に見よう～

　６月～８月は、農薬の使用が増える時期です。
農薬を適正に使用し、安全・安心な農産物の生
産、農薬使用者および周辺住民の安全、そして
周辺環境の保全を確保していきましょう。
■農薬を適正に使用するために
○類似した農作物でも、ラベルの適用作物名を
確認する。

○農薬の使用量や希釈倍数を必ず守る。
○使用時期と農作物の収穫日や出荷予定日ま
での日数が確保されているか確認する。

○病害虫の抵抗性の発生を防ぐため、同じ農薬
の連続使用を避ける。

○同一の有効成分を含む農薬は、記録簿に有効
成分ごとの使用回数を記載し、使用前に記録
簿とラベルにより使用回数を確認する。

○有効期限が切れていないか確認する。
問合せ／県東部農林事務所地域振興課
☎055（920）2161

❖6月1日（日）～8月31日（日）
農薬危害防止運動実施中

 サッカーを通じて体力づくり、仲間づくりを行
い子どものときに必要な運動に親しむ空間を提
供します 。ボールをける、投げるなどの遊びの
要素を取り入れた運動で、子どもが楽しみなが
ら参加できます。
とき／５月１４日（水）～17時１５分～18時３０分
ところ／修善寺体育館    
対象／４歳から小学校３年生までの男女
参加料／会員…１回３００円
会員以外…１回５００円    
※年間運営費（保険料含）として１，０００円が必
　要です。 
持ち物／体育館用靴、タオル、飲み物、運動ので
きる服装 
講師／市内少年サッカークラブコーチなど
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブ　
アルテ伊豆☎（７２）５９３５
※申し込みは随時、受け付けています。

❖キッズサッカー教室会員募集
総合型地域スポーツクラブアルテ伊豆

活動内容／日常生活で知り得た次のような情報
収集・情報提供、河川愛護思想の普及・啓発など
○河川へのごみの投棄、流水や施設の異常
○河川整備、河川環境に関する要望　など
活動範囲／狩野川の河口から修善寺橋まで
任期・委嘱／7月1日（火）～平成27年6月30日（火）
国土交通省中部地方整備局長より委嘱
募集人員・手当／4人・手当あり
応募資格／狩野川近隣在住、満20歳以上の心
身ともに健康で河川愛護に関心のある人
応募期限／5月12日（月）必着
応募方法／はがきまたは電子メールで応募
※詳細はお問い合わせください。
申込み・問合せ／〒410-8567沼津市下香貫外
原3244-2　国土交通省中部地方整備局沼津河
川国道事務所　河川愛護モニター担当
☎055（934）2011
メール nmz-kawakan@cbr.mlit.go.jp

❖平成26年度狩野川河川愛護
モニターを募集します

職種・採用人員／消防官・若干名
受験資格／昭和61年４月２日以降生まれで、短
期大学卒業以上の学歴（卒業見込みを含む）と
日本国籍を有し、健康で地方公務員法第16条の
欠格条項に該当しない人
※短期大学には、卒業により『専門士』の称号が
付与される専門学校を含みます。

試験／1次試験…７月27日(日)９時～
２次試験…８月中旬～下旬
会場／田方消防本部
（伊豆の国市白山堂327-1）
申込み／５月26日(月)から６月16日(月)までに
申込書を田方消防本部総務課に提出してくださ
い。申込書は５月20日(火)以降に、田方消防本部
総務課、北・中・南の各消防署で配布します。
問合せ／田方消防本部総務課☎（76）5590

❖❖平成27年4月1日採用
田方地区消防組合職員募集

❖就職面接会『就職応援フェア』
の開催（入場無料）
　県、静岡労働局、ハローワークでは、平成26年
3月卒業の未就職者および一般求職者を対象と
した就職面接会を開催します。
とき／5月29日（木）12時～16時
ところ／キラメッセぬまづ（沼津市大手町
1-1-4）※中部・西部会場でも実施します。 
内容／キャリアカウンセラーによるセミナー
（12時～12時25分）、参加企業によるＰＲタ
イムの実施（12時25分～12時55分）、企業
人事担当者との面談・面接（13時～16時）
参加企業／県内に就業場所があり、正社員とし
ての採用計画のある企業
対象者／平成26年3月卒業の未就職者および
び一般求職者
※平成27年3月卒業予定の学生は参加できません。
持ち物／履歴書（複数の企業を受ける場合は複
数枚）
問合せ／県雇用推進課☎054（221）2573

とき／５月１７日（土）14時～15時３０分（うち質
疑応答３０分）１3時３０分（受け付け開始）
ところ／韮山時代劇場大ホール
（伊豆の国市四日町772）
演題／イプシロンロケットの挑戦
講師／宇宙航空研究開発機構（JAXA）教授　
森田泰弘 工学博士
対象／小学生以上一般（参加無料）
定員／先着３００人
申込み・問合せ／公益財団法人国際文化交友会
月光天文台☎055（979）1428　
FAX055（978）7601
http://www.gekkou.or.jp/
※参加人数に制限がありますので、お申し込み
をいただいてから、受け付け通知ハガキ（兼
入場整理券）を発行します。当日は入場整理
券をお持ちください。

❖第12回宇宙と天文の講演会
（公益財団法人国際文化交友会主催）



❖自動車税の納期限は６月２日(月)
（静岡県沼津財務事務所から）

　伊豆市商工会では、今年度第1弾の『いずっち
商品券』を発行します。ぜひご利用ください。
発売日／5月1日（木）※先着8,000セットです。
金額など／1世帯50,000円まで購入できます。
※1セット5,000円で、専用券（大型店での使用不
可）5枚と共通券6枚となっています（5,500円
分）。
※有効期限は、10月31日（金）までです。
※商工会各支所で販売します。
問合せ／伊豆市商工会☎（72）8511

❖シ

　労働保険の概算・確定保険料および石綿健康
被害救済法の一般拠出金の申告・納付は、6月2日
（月）から7月10日（木）までの間に、最寄りの金
融機関または静岡労働局、労働基準監督署へ申
告書を添えて保険料などを納付してください。
　なお、申告書のみを提出する場合は、7月10日
（木）までに静岡労働局労働保険徴収課、または
労働基準監督署へ提出してください。電子申請に
よる申告・納付も可能ですので、ご利用ください。
問合せ／コールセンター☎0120（995）986

　税理士による無料税務相談を開設します。
税務に関することなら何でもお気軽にご相談く
ださい。予約制となりますので、事前にお申し
込みください。
とき／ 5 月14日・21日（水）13時～ 15時
ところ／東海税理士会三島支部税務指導所
（三島市大宮町 3-20-21）
その他／相談日は、お問い合わせください。
申込み・問合せ／東海税理士会三島支部税務
指導所☎055（972）1668

❖『いずっち商品券』第1弾発行！！

❖消費生活、家庭・労働・年金問題、
法律問題など『暮らしなんでも相談』

❖講演会『静岡県経済の現状と展
望』（伊豆市商工会主催）

❖労働保険料などの
申告・納付はお早めに

❖税理士による無料税務相談
の開設（要事前申し込み）

　暮らしの中の悩み事相談に応じ、悩み事を
一緒に考え、専門的なアドバイスをしてくれる
所を紹介します。
相談受付ダイヤル／ 055（922）3715
受付時間／平日9時～ 17時
ところ／ふれあい会館（沼津市杉崎町 4-6）
その他／相談は原則無料ですが、専門家に相談
する場合は、料金が必要になる場合があります。
問合せ／ライフサポートセンター東部
☎055（929）9820

とき／5月15日（木）14時開演、13時30分開場
ところ／修善寺総合会館
演題／『静岡県経済の現状と展望』
講師／日本銀行静岡支店長　服部 守親 氏
定員／先着150人（どなたでも参加できます）
申込み／5月10日（土）までに、伊豆市商工会へ
お申し込みください。
問合せ／伊豆市商工会☎（72）8511

　自動車税は、最寄りの金融機関、ゆうちょ銀
行(郵便局)、コンビニエンスストアのほか、ペイ
ジー(Pay-easy)対応のATM、クレジットカー
ド、インターネットバンキング、モバイルバンキ
ングで納付できます。
　納付できるコンビニエンスストアや、クレジッ
トカードでの支払い方法については納税通知書
に同封されているチラシをご覧ください。
問合せ／県沼津財務事務所自動車税課
☎０５５（９２０）２０１９

　県では、『児童福祉週間』に合わせ、『子ども・
家庭１１０番」を設置します。　
　電話相談「子ども・家庭１１０番」は、お子さん
や子育てに関する悩みを一緒に考えます。内容
についての秘密は、固く守り、匿名での相談も
受け付けます。
相談ダイヤル／☎０５５（９２４）４１５２
相談時間／平日は９時～20時、土日は９時～17
時です。なお、祝日、年末年始はお休みとなりま
す。

　専属の相談員２人が、教育に関する相談に応
じます。相談は無料で、秘密は厳守します。
とき／毎週月～金曜日９時～１７時（月曜は１３時まで）
ところ／田方教育会館内『教育相談室』
（伊豆の国市吉田８２－１）
相談内容／いじめ・不登校・学習・進路・しつけ・
健康問題・学校生活など（電話、面談どちらも可）
その他／面談の場合は、事前にお電話ください
問合せ／田方教育会館内『教育相談室』
☎（７６）８２２８

❖５月5日（月・祝）～5月11日（日）
『児童福祉週間』

❖伊豆中央高校吹奏楽部
第30回定期演奏会

❖田方教育会館『教育相談室』
（匿名可・相談無料）

とき／５月25日（日）14時開演、13時20分開場
ところ／長岡総合会館アクシスかつらぎ大ホー
ル（伊豆の国市古奈255）
指揮／杉山 義紀
曲目／アルセナール、今年度コンクール課題曲
より　ほか
チケット／前売り券300円、当日券500円
やまがた楽器、韮山時代劇場で販売します。
問合せ／伊豆中央高校☎055（949）4771

❖平成26年度
浙江省中国語研修生の募集
　県と中国浙江省との友好交流事業の一環とし
て、浙江大学に派遣する研修生を募集します。
派遣期間／９月～平成27年２月（６カ月）
派遣先／浙江大学（中国浙江省杭州市）
定員・資格／2人・20歳以上40歳未満（学生不可）
選考方法／書類および面接審査
募集期間／５月23日（金）までに募集要項添付
の申込書および誓約書を郵送してください（必
着）。６月２日（月）に面接予定です。
問合せ／県地域外交課☎054（221）3066

　個人保証なしで金融機関から融資を受けた
り、事業が破たんしても一定の生活費などを残
したりできるルールができました。
　多額の個人保証を行っていても経営がいき
詰まる前に、早めに事業再生や廃業を決断した
際に、一定の生活費等が残ることを定める『経
営者保証に関するガイドライン』が、中小企業
庁・金融庁主導の下、策定されました。
問合せ／中小企業基盤整備機構関東本部
☎03（5470）1620

❖中小企業・小規模事業の
経営者の皆さまへ

　伊豆SSヒップホップチーム『MA.RI.KA＆
UG』先生率いるヒップホップ教室のかっこいい
ダンスを披露しますので、ぜひ見に来てくださ
い。体験もできます。
とき／５月18日（日）11時～15時
ところ／小川区公民館
フリーマーケット・出店／同時開催します。掘り
出し物やおいしい食べ物をゲットしよう！
申込み・問合せ／中伊豆温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖（中伊豆温水プールふれっぷ主催）
伊豆SSヒップホップフェスティバル
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